
知床岬におけるヒグマによる夏期の採食地利用様式について(予報)
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は じめ に

ヒ グマ α乙ケ∫〃sαπ'o団 は仔 連 れ の 雌 や 仔 別 れ直

後 の 兄弟 あ る い は 繁 殖 期 の ペ ア な ど を 除 い て 、通

常 は単 独 で 生 活 す る 動 物 で あ る 。 個 体 間 で は 、 ホ

ー ム レ ン ジが 重 複 して い るが
、 これ は 季節 変 化 や

食 物 資 源 の 分 布 に よ っ て 変 化 す る(Servheen!983)。

特 にサ ケ 産卵 河 川 や ゴ ミ捨 て場 な どの よ う に食 物

資 源 が 豊 富 な 場 所 に は 、 多数 の クマ が 集 ま る こ と

が 報 告 され て い る(EgbertandStokes1976,Atw-

elletal.1980他)。

エ ゾ ヒ グマr乙Zα.ツ6sθη∫z初で は 、1979年 以 来 、

知 床 岬 に お い て 続 け られ て き た北 大 ヒ グ マ研 究 グ

ル ー プ に よ る調 査 に よ っ て 、 夏 期 、 知 床 岬 海 蝕 台

地 の草 原 に採 食 の た め に複 数 の 個 体 が 集 ま っ て く

る可 能 性 が 示 唆 され 、1980年 まで の 調 査 結 果 は青

井(1981)に よ っ て ま と め られ て い る。

しか し、1980年 まで の 調 査 は 短 期 間 で あ り、一

断 面 を捉 え た に留 ま った 。 そ の 後 も 集 中現 象 の み

ら れ る 時期 、 要 因 、 集 ま っ た個 体 間 の 関係 、 年 に

よ る変 動 な ど を 明 らか にす る た め に 、1984年 まで

調 査 が 継 続 さ れ た。 本 研 究 は 、1981年 以 降 の 調 査

結 果 の概 要 を ま とめ た もの で あ る 。

なお 、 本 研 究 は 、調 査期 間 中 、 北 大 ヒ グマ 研 究

グ ル ー プ に 所 属 した 多 くの メ ンバ ー の 手 に よ って

■:観 察地点

匡 ≡ ヨ・台地草原

図1.調 査 地 域
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行 わ れ た もの で あ る。
表1.知 床岬 において観 察 された ヒグマの リス ト

調査地概要

調査地 となったのは、北海道東部に突 き出した

知床半島の先端部、知床岬である。知床岬周辺 に

は海蝕台地が形成されてお り、台地は中央の山稜

を境に東側 と西側に分けられている(図1)。 こ

の台地 ヒには各種セリ科草本をは じめ、オニシモ

ッケ、エゾヨモギ、オオブキ、イワノガリヤスな

どの草原やササ群落が広が り、山側でイタヤカエ

デや トドマツの優占する混交林と接 している(館

脇1966)。 この草原は知床半島でも最大規模の面

積をもち、知床のヒグマの夏期の主要な食物である

セ リ科草本、オオブキも豊富である。

年 個体番号 年齢階層・性別 備 考

調 査 方 法

調 査 期 間 は1981年 か ら1984年 まで の4年 間 で あ

る.1981年 は6月6日 か ら8月3日 の うち25日 間、

1982年 は61」23日 か ら27口 、 お よ び 、7月19日 か

ら22日 の8日 間 の 計35日 間 、1983年 は6月19日 か

ら7月30日 の う ちの40日 間 、1984年 は6月24日 か

ら8月6日 の う ちの35日 間 に 調 査 を 行 っ た。

知 床 岬 の東 側 、 西 側 の 台 地 が そ れ ぞ れ 見 渡せ る

A・B2ヶ 所 の 地 点 を観 察 地 点 と して 選 び、ヒ グマ

の 直 接 観 察 を 試 み た(図1)。 被 観 察 面 積 は約2k㎡ で

あ っ た 。 観 察 は双 眼 鏡(8倍 一10倍)や 望 遠 鏡(20

-40倍)を 川 い て行 っ た 。双 眼 鏡 で は 数 分 お きに 、

望 遠:鏡で は10-20分 お き に、 観 察 地 域 全 域 を くま

な く見 渡 して ヒ グ マ の 発 見 に 努 め た 。 観 察 は 天 候

悪 化 な どで 観 察 不 能 に な ら な い か ぎ り、 原 則 と し

て 日の 出 か らII没 まで 、1日15時 間 前 後 行 った 。

ヒ グマ 発 見 時 に は 、 観 察 した個 体 の 特 徴(性 別 、

年齢 、 毛 色 、体 型等)や 行 動 内 容 、 移 動 経 路 、 出

現 時 間 な ど を記 録 した 。 また 、1000mm望 遠 レ ン ズ

を装 着 した カ メ ラで 写 真 を撮 影 し、 後 日、 個 体 識

別 の 参 考 に した 。

1983-84年 に は 台 地 上 で の 各 個 体 の 出 現 地 点 の

位 置関 係 を よ り正 確 にみ る た め に 、先 端 に鮮 明 な

色 の カ ラ ー テ ー プ をつ け た 長 さ約3mの 杭 を5月

下 旬 に台 地 上 に 配 置 し、東 西 の 台 地 上 全 体 に50m

×50mの メ ッ シ ュ を設 定 して 観 察 を 行 っ た。 そ し

て 、 ヒ グ マ の 出 没 が ほ ぼ 終 わ っ た 時 期(8月 上 旬)

に 各 メ ッシ ュ の 対 角 線 を 歩 い て痕 跡 調 査 を行 い 、

踏 査 経 路 の 両 側 各lrn以 内 に あ る 食痕 を記 録 した。

1984年 に は 、 ヒ グ マ の 集 中 の要 因 と して の セ リ

科 草 本 の生 育 状 況 を評 価 す る た め 、 ヒ グ マ の 主 要
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な食 物 とな る4種 の セ リ科 草 本(オ オ ハ ナ ウ ド、

エ ゾ ノ ヨ ロ イ グサ 、 オ オ カ サ モ チ 、マ ル バ トウキ)

各10本 ず つ に標 識 を付 け 、 ほ ぼ1週 間 に1回 、 高

さ と生 育段 階 を記 録 した。 生 育 段 階 は 開 花 前 、 開

花 中 、 散 花 、結 実 の4段 階 を分 け て記 録 した。

調査結果

1981年 には知床岬台地上にヒグマの痕跡はほと

んどな く、直接観察できた個体 もいなかった。19

82年 も観察できなかったが、調査を一時中断した

7月 初旬から中旬に出没した らしく、7月191]か

ら再開 した調査で少数の食痕、糞などの痕跡 を発

見 した。1983年 には親子連れを含む複数のヒグマ

を東側台地で観察 した。西側台地では痕跡はみら

れたが観察はで きなかった。1984年 は東西両方の

台地で ヒグマを観察した。1983年 および1984年 に
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図2.1983～84年 夏 期 に 知 床 岬 に お い て観 察 され た ヒ グマ の 出現 日

観 察 した 個 体 の リス トを表1に 示 した。 また 、 各

個 体 の 観 察 日 を 図2に 示 した 。

Nα8301は 明 け2歳 の 仔2頭(Nα8302、Nσ8303)

を連 れ た メ ス の成 獣 で6/J22日 と7/J4日 に 出現

した。 この フ ァ ミ リー を83F-1と す る 。NQ8305

か ら8308も 明 け2歳 の 仔3頭 を 連 れ た フ ァ ミリ ー

(83F-2)で 、6月22日 、29日 、7月3日 及 び

11日 に 観 察 さ れ た。 また 、NQ8311、8312も 明 け2

歳 の 仔1頭 を連 れ た フ ァ ミ リー(83F-3)で 、

7/Jl3日 か ら15日 に連 続 して 出現 した 。Nα8304は

大 型 で 明 らか に オ ス の 成 獣 で あ っ た 。NQ8309は そ

れ よ り小 型 で 体 型 か ら も メ ス の 成 獣 と思 わ れ 、Nσ

8304と は 別 個 体 と判 断 した 。Nα8310お よ びNα8313

か ら8315は い ず れ も薄 暮 時 に 出現 した た め 詳 し く

観 察 で きず 、NQ8304お よ びNQ8309と の 区別 す る こ

とは で きな か っ た(個 体 識 別 不 能 で あ っ た個 体 、

以 下 、不 明 個 体 と呼 ぶ)。 よ っ て 重 複 の 可 能 性 の あ

る もの を 除 い て 見 積 る と、1983年 に は 最 低11頭 の

ヒ グマ を知 床 岬 台 地 で 確 認 した こ とにな る。

一 方
、1984年 に観 察 され た個 体 は 、 す べ て 単 独

個 体 で あ っ た 。NQ8401は 西 側 台 地 上 を横 切 っ て い

る の を 目撃 した もの だ が 、 性 別 な ど特 徴 は不 明 で

あ る 。Nσ8402、Nα8403は7月1日 に 、Nα8405は7

月26日 に 東 側 台 地 で 観 察 され 、 い ず れ も大 型 で オ

ス の 成 獣 と推 定 され た 。NQ8404も 東 側 台 地 で 観 察

さ れ た 。 この 個 体 は 額 か ら鼻 にか け て の 金 毛 が 特

徴 的 な 個 体 で 、大 き さ、 体 型 な どか ら メス の 成 獣

と推 測 され た 。NQ8402か らNQ8405は そ れぞ れ毛色 、

体 型 、 大 き さ な どの 特 徴:か ら識 別 で きた が 、Nα84

01に つ い て は個 体 識 別 不 能 で あ った 。 よっ て1984

年 に は最 低4頭 の ヒ グマ を知 床 岬 台 地 で確 認 した

こ とに な る 。

図3は 、1983年 に ヒ グマ が 出 現 したLIの 個 体 ご

と の 出現 時 間 帯 を示 して い る 。 この 年 は40日 間 の

観 察 期 間rl]に3フ ァ ミリ ーが のべ20回 、2単 独 個

体 が のべ2回 、 不 明個 体 が のべ4回 、観 察 され た。

観 察 期 間 を約10[間 ず つ4期 に 分 け る と、6月19

-30日 の11日 間 に は
、2フ ァ ミリー 、1単 独 個 体

が の べ5回 出 現 した 。7月1-10日 の10日 間 に も

2フ ァ ミ リー 、1単 独 個 体 が のべ4回 出現 した 。

次 の7月11-20日 の10日 間 に は 、2フ ァ ミリー 、

1単 独 個 体 、1不 明個 体 が 、 のべ14回 と4期 の 中

で 最 も多 く出 現 し、 出 現 時 間 の 累 積 和 も最 も多 か

っ た。 最 後 の7月30日 まで の10日 間 は 、2不 明 個
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図3.1983年6～7月 に知 床 岬 にお い て 観 察 さ れ た ヒ グマ の 出現 時 間帯

体 が そ れ ぞ れ1回 ず つ 出 現 した に す ぎ な か った 。

1日 で 最 も多 くの個 体 が 観 察 され た の は6月22日

で あ り、 時 間 を少 しず つ ず らせ てF-1、F-2、

Nα8304と8頭 の ヒ グマ が 東 側 台 地 に 出 現 した 。 個

体 間 の 直接 的 な接 触 は 観 察 さ れ な か っ たが 、7月

11日 は 親 仔4頭 連 れ のF-2と 単 独 個 体NQ8310が

数100mの 距 離 を隔 て て 、同 時 に 東側 台 地 に 出 現 し

た の が 観 察 され て い る 。 こ の と きは 台 地 一hで採 食

して い たF-2が 後 か ら現 れ たNα8310に 気 付 い た

と た ん に 、 林 の 中へ 逃 走 した。

図4は 図3と 同様 に 、1984年 に ヒ グマ が 出 現 し

た 日の個 体 ご と の 出現 時 間 帯 を 示 して い る 。 この

年 は35日 間 の 観 察 期 間 中 に4単 独 個 体が のべ6回 、

不 明 個 体 が1回 観 察 され た 。 また 、6月24EIに 観

察 を 開始 して か ら7月 上 旬 まで の14日 間 に 、3単

独 個 体 、1不 明 個 体 が の べ6回 出 現 した が 、 そ の

後 は観 察 終 ∫の8月6日 まで に 、7月26日 に単 独

個 体 が1回 出 現 した の み で あ っ た 。7月1日 はNα

8402、NQ8403の2頭 の ヒ グ マ が 午 前 と午 後 に分 か

れ て 、 同 じ 日 に台 地 上 に 出現 した 。 しか し、1983

年 と同様 に個 体 問 の 直 接 的 な接 触 は 観 察 され なか

っ た。

各個 体 の 観 察 時 間 の 累 積 和 に 占め る採 食 時 間の
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図4.1984年6月 一7月 に知 床 岬 に お い て 観 察

さ れ た ヒ グマ の 出 現 時 間帯
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割合を表2に 示 した。各行動内容、採食の割合は

最 も多かった。ファミリーおよび個体別にみても

ファミリー3組 を含む14例 中8例 で採食時間の割

合が80%以 上 を占めてお り、知床岬台地上では採

食に最 も多 くの時間を費や していることが明らか

になった。

1983年 の台地上の痕跡調査で発見 した食痕 を表

3に 示 した。オオハナウ ド、エゾノヨロイグサな

どのセリ科草本が多 く、セリ科草本全体で35%を

占めた。次いで多いのはオオブキで、セリ科草本

とオオブキを合わせると59.2%に 達 した。

また、図5は 標本 として選んだセリ科草本4種

40本 に占める各生育段階の割合の変化 を示 したも

のである。6月 下旬までは開花前のものが多いが

7月 上旬より開花後の ものが多 くなり、7月 中旬

以降はほとんどが開花 していた。特に、7月 下旬

以降は、結実 しているものが最 も多 くなった。

表2.各 個体の観察時間の累積和に占める採食

時間の割合

ヒグマを観察 した時間の累積和 採 食 時 間 割合※年

(分)(分)(%)

1983

1984

1391

241

93767 .4

20484 .6

採 食 時 間※ 割 合(%) ・=

ヒグマを観察した時間の累積和

表3.1983年 、夏期に知床岬海蝕台地上で発見

されたヒグマの採食痕

種 類 発見数 割合(%)

考 察

6月 下 旬 か ら7月 下 旬 の 知 床 岬 で は 、 被 観 察 面

積 約2k㎡ の 極 め て 狭 い 地 域 内 にお い て 複 数 の ヒ グ

マ を 観 察 す る こ とが で きた 。1983年 に は 最 少 に見

積 っ て も全 部 で11頭 が 、 のべ24回 観 察 され た。19

84年 に は 同 様 に計4頭 が 、7回 観 察 され た 。 また

同 時期 に1980年 に も1フ ァ ミリ ー 、4単 独 個 体 、

計6頭 が25回 観 察 され 、 しか も、6頭 全 部 が 同 じ

日 に も観 察 さ れ て い る(青 井1981、 北 大 ヒ グマ 研

究 グ ル ー プ1982)。

オオハ ナ ウ ド

エ ゾ ノ ヨロ イグサ

セ リ科草 本※

オオブ キ

そ の他 の草本 類

そ の他(含 、不明)

r
D

O

Q
ゾ

9
自

145

180

60

243

12.8

2.7

19.5

24.2

8.0

32.8

合 計 743 100.0

※ オ オ ハ ナ ウ ド、エ ゾ ノ ヨ ロ イ グサ を 除 く

セ リ科 草 本 。

nU

(U

(U

【」

1

　

セ

リ
科

草

本

の

生
育

段

階

の
割

合

%(

図5.

生育段階:昼 ≡≡ヨ開花前 囲 開花中 睡 散花中 [コ 結実

知 床 岬 海 蝕 台 地 上 に お け る セ リ科 草 本4種(オ オ ハ ナ ウ ド、エ ゾ ノ ヨ ロ イ グ サ 、オ オ カサ

モ チ 、マ ル バ トウ キ)の 生 育 段 階 の 変 化(1984)
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しかし、1980年 は5日 間の観察結果であるのに

対 し、本研究では1983年 は40日 間、1984年 は35日

間の観察結果であ り、かな り散発的な出没であっ

た。だが、たとえば1983年6月22日 には同じ日に

2フ ァミリー、1単 独個体、計8頭 が出現 し、19

84年7月1日 にも同 じ日に2単 独個体が出現 して

いる。 また、別の日であっても、近接 した 日に複

数の個体が出現 した例は多 くあった。 これ らの事

実は、知床岬周辺のおそらく10k㎡にもみたない狭

い地域内に、複数の個体あるいはファミリーが同

時に存在 していたことを示唆 している。一方、知

床半島全体ではヒグマの密度は約11頭 ・100k㎡ と

されている(青井1981)。 年によって程度の差はあ

れ、夏の一時期、知床岬海蝕台地周辺 を複数のヒ

グマが集中して利用 し、極めて高密度な状態にな

ることがあるといえるであろう。

夏期、知床岬周辺にヒグマが集中する最大の要

因は、豊富な餌の存在 と考えられる。観察された

ヒグマは多 くの時間を採食に費や してお り、オオ

ハナウドをはじめとするセリ科草本やオオブキを

中心に採食 していた。これらの草本類が夏期の最

も重要な食物であることは、糞の内容物の分析結

果からも確かめられている(山 中ら印刷 中)。 ま

た、海蝕台地上の草原にはセリ科草本やオオブキ

が 豊 富 に あ る こ とが 報 告 され て い る(青 井1981)。

しか も、 こ の 草 原 は知 床 半 島 の 中 で も最 大 規 模 の

面 積 が あ り、 ヒ グマ が 多 量 の 食 物 を容 易 に 入 手 で

きる採 食 地 で あ る。 食 物 資 源 が 豊 富 で 、 か つ 、 容

易 に 入 手 可 能 な 場 所 に ヒ グマ が 高 密 度 に集 まる 例

は 、 多 くの 研 究 者 に よ っ て 報 告 さ れ て お り(表4)

知 床 岬 で み られ る高 密 度 状 態 もそ の一 例 とい え る。

1983-84年 は 、 両 年 と も6月 下 旬 の 観 察 開 始

直 後 か ら ヒ グ マ が 出 没 し は じめ たが 、5月 下 旬

の標 識 杭 の 設 置 時 に は ヒ グマ の 出 没 を示 す 痕 跡 は

み られ なか っ た 。 よ っ て 、 知 床 岬 周 辺 に ヒ グ マ が

集 中 し、 海 蝕 台 地 上 を活 発 に利 用 しは じめ る 時 期

は6月 上 旬 か ら6月 下 旬 の 問 と推 測 され る。 そ の

後 、 図2-4に 示 した よ う に7月 前 半 が ピー ク と

な り、8月 に は い る とほ とん ど出 没 しな くな る 。

同様 に 、1979-80年 の調 査 にお い て も、8月 に は

ヒ グマ の 出 没 が み ら れ な くな る こ とが 報 告 され て

い る(青 非1981、 北 大 ヒ グマ 研 究 グ ル ー プ1982)。

Mealy(1980)は 開 花 前 の 多 汁 な 草 本 は 、散 花

・結 実 して 乾燥 した もの よ りタ ンパ ク質 に富 ん で

お り、 イエ ロ ー ス トー ン国 立 公 園 の ハ イ イ ロ グマ

ピ醗 ∫κ∫ α76'o∫ 加771ろ〃sク は 草 本 類 が 栄 養 的 に 高

品位 な 時 期 に 集 中的 に採 食 して い る こ と を報 告 し

て い る。 また 、Atwelletal.(1980)も 、夏 期 の

表4.ヒ グマの集合状態の地域別 ・環境別比較

地 域 環 境: 時 期 食物資源
個体問の直接的※

接 触 の 有 無
文 献 備 考

アラスカ

南 西 部

アラスカ

コデ ィアク島

アラスカ半 島

アラスカ

コデ ィアク島

カ ナ ダ

ブリティッシュコロンビア州

イエ ロ ー ス トー ン

国 立 公 園

シベ リア

北 東 部

知床岬

河川

河川

河川

7月 ヒ旬 ～8月 上旬 サ ケ・マ ス類

7月1=旬 ～8月 中旬 サ ケ ・マ ス類

7月 中旬 ～8月 下旬 サ ケ・マ ス類

高 山草 原6月 下旬 ～8月 ヒ旬 スゲ属草本

河川

偶蹄類の
越 冬 地

河川

巧+甲

8月 ヒ倉」～"ド 至]J サ ケ ・マ ス 類

3月'ヒ旬 ～5月 上旬 偶 蹄類

7月 ド釦J～ 不火其月 サ ケ 、マ ス類

×

6月 下 旬 ～7月 一ド旬 セ リ科草本・オオブキ ×

EgbertandStokesd976)

TroyerandHensel(ユ964)

GleunandMiller(ユ980)

Atwelleta1.(1980)

N{eehan(1961)

Cole(1972)

Kistchinski(1972)

本研究

密 度:0.65

頭k㎡

1支 流 に35
～100豆 質の ヒ

グマ が 集 中

密 度:0.85
～2

.6頭/k㎡

密 度:1.2～

2.0頭k㎡

※ ■ あ り 、 × な し 、 記 述 な し。
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一時期、コディアク島の高山帯にスゲ類を採食す

るためにヒグマが集 まる要因として、同様の可能

性 を指摘 している。知床岬における主要な食物、

セリ科草本4種 の生長段階の変化の調査結果では

7月 中旬を境 に開花前 と開花中のものの比率 より

散花中と結実 したものの比率が高 くなっている。

この時期はヒグマの出没が減少 しは じめる時期に

一致 してお り、知床岬でもヒグマの集中時期は、

草本類の生長と栄養状態によって決定されている

可能性がつよい。つまり、草本類が生長 して量的

にも十分で栄養価 も高品位な状態となるとヒグマ

が集まりは じめ、草本類が散花 ・結実 して利用価

値が低下すると分散 してい くと考えられる。

ヒグマが豊富な食物資源に集中する場合、サケ

・マス類潮上河川などでは限られた採食場所をめ

ぐって闘争が頻発する(EgbertandStokes1976)

しか し、知床岬では1983-84年 ともに闘争などの

個体間の直接的接触はみられず、これは1980年 の

観察結果(青 井1981、 北大 ヒグマ研究グループ19

82)も 同様であった。コディアク島の高山草原に

スゲ属の草本を食べるために集中するヒグマの問

で も、個体問の直接的接触はみられていない伍か

welletal.1980)。 草本類のように食物資源があ

る程度の面的な広が りをもって存在する場合には

個体間の関係はそれほど厳 しくな く、 ヒグマは緩

やかな集合状態を形成すると考えられる(表4)。

また、ヒグマの集合状態は、年や季節によって

も大 きく変化する。知床岬では確認された個体数

の年による変動が大きく、1981-82年 のようにほ

とんどヒグマがみられない年 もある。イエロース

トーン国立公園で春にエルクの越冬地にヒグマが

集中する例で も、年によってエルクの分布状態が

異なり、集まるヒグマの数 も変化 している(Cole

l972)。 アラスカのマクニール川にサケを採食す

るために集まるヒグマでは、サケの潮上量の季節

的な変化 にともなってヒグマの個体数や個体問関

係 も変化することが報告されている(Egbertand

Stokes1976)○

以上のように、ヒグマはおもに食物資源の分布

状態 と利用可能な量および質に対応 して集合 ・分

散を行 う柔軟な採食地利用様式をもつ動物といえ

よう。ある地域におけるヒグマの分布密度あるい

は個体数などを論議する際には、この点 を十分考

慮すべ きであろう。

終わ りにあたって、知床岬の環境保全を強 く提

唱 したい。1981-82年 、および、最近の調査では

1985-86年 には、 ヒグマの出没がほとんど確認さ

れなかった。これは1980年8月 と1981年5月 に知

床岬において有害鳥獣駆除によるヒグマの射殺が

行われたこと、および、近年では羅臼町側からの

船舶 と徒歩による観光客の立ち入 りの急増が大 き

な影響を及ぼ していると考えられる。当地域は、

国立公園特別保護地区であり、国内では唯一ヒグ

マの集合状態を容易に観察できる学術的にも極め

て貴重な地域であることも考慮 して、駆除は必要

最低限にとどめ、無用な立ち入 りは制限すべ きで

あろう。特に最近の観光客の急増には目に余るも

のがある。ヒグマとの遭遇による事故 も危惧され

るため、厳重な立入制限が必要であろう。
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